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○ 居住支援協議会とは 

  居住支援団体（NPO など）や不動産業者、自治体など関係者が連携し、   

高齢者・障害者・子どもを育成する家庭など居住場所に困っている方に対し

て民間賃貸住宅等への円滑な入居の促進を図る取り組みを行います。 
 
○ 豊島区居住支援協議会が設立された背景について 

  シングルマザー世帯用として、住宅課が提供している主な住宅としては、

区営住宅、福祉住宅がありますが、これらの住宅は空き室がなかなか出ない

ことや入居基準にあと少しで該当しない世帯が多数あること、また、公営住

宅を建設するには多額の費用がかかるといった財政上の課題などがあります。 
  その一方で、区内には民間賃貸住宅の空き物件が多数存在しており、住宅

の需給関係のミスマッチングが社会問題となっています。こうした状況を 

解消する取り組みとして昨年７月に豊島区居住支援協議会を設立しました。 
 
○ 本モデル事業と区住宅課との関わり方について 重 要 

  豊島区居住支援協議会は今年度、居住支援に向けた３つのモデル事業の 

公募を行ったところ、７団体等から事業の提案をいただきました。今回の 

「シングルママのための居住支援事業」はその取り組みのひとつになります。 
本事業は、「としまシングルマザーズシェアライフプロジェクト」が行う  

モデル事業であり、豊島区住宅課が直接実施する事業ではありません。 
事業提案者である本プロジェクトが主体となって居住支援にかかるサービ

スを提供し、住まいの課題が発生した際には入居者のみなさんや居住支援協議

会と連携を取りながら解決策を図ることで、入居支援事業を大きく育てていく

ことを想定しています。 
この取り組みは、すでに完成しているものではなく、協議会としても初めて

の試みですので、不慣れなところや入居後に運営などのルールを定めていく 

こともあるかと存じますが、その都度、入居者のみなさんと本プロジェクトの

実施団体及び居住支援協議会が連携して取り組んでいきたいと考えています。 
こうした前提の事業であることをご理解いただけますようよろしくお願い

申し上げます。 

豊島区居住支援協議会について 



《豊島区居住支援協議会》 

 

居住支援団体（ＮＰＯなど）や不動産業者、豊島区など地域を構成する関係者が  

連携し、高齢者・障害者・シングルマザーなど居住場所に困っている方に対して民間

賃貸住宅等への円滑な入居を促進するための支援活動です。 

 

★対象：小学校低学年までの子どもを持つシングルマザー 

 

★支援活動の内容（予定） 

シングルママと子どもたちがいきいきと豊かな生活を送るためのサポートを  

「としまシングルマザーズシェアライフプロジェクト」が主体となって行います。   

具体的には、居住場所の提供、入居時の相談に加え、入居後のサポートと  

して見守り、食事の提供、補習塾、母親を対象とした自立のためのファイナン

シャルセミナーなどの開催を予定しています。 

 

★利用申込：としまシングルマザーズシェアライフプロジェクト 

      担当：河野・小山 TEL ０９０－９８０５－５７３１ 

               Email toshimasmslp@gmail.com 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「としまシングルマザーズシェアライフプロジェクト」 

H24・25 年度は、モデル事業として支援活動を行います。そのため、シン

グルマザー入居支援のための住宅は、住宅課が管理している下記住宅の空室

を利用して事業を実施します。 

住宅使用料については、所得に応じた家賃助成がありますので、住宅課に

お問い合わせください。 

 

（モデル事業用住宅） 

 豊島区南長崎５－18－13 関口コーポ （１Ｋ 24 ㎡） 

 家賃 76,500 円（所得に応じた助成あり） 共益費 2,000 円 

 敷金は、減額前家賃の２か月分、礼金・更新料はありません。 

 

＊H24 年 10 月から始まった

新しい取り組みです 














